
（資料１３）現行水質規制の内容
規制対象施設区分 水質汚濁防止法（水濁法） 湖沼水質保全特別措置法（湖沼法） 上乗せ条例 備 考

特定施設 政令別表第一（抜粋） 排水量 ／日以上の 昭和６３年設定25m3
水濁法政令別表に規定され 畜産農業の用に供する 特定事業場を対象に、主な、 1-2
総理府令に基づく一律基準 ｲ、豚房施設（豚房面積 以上） 項目について、国の一律基50m2
が適用される。 ﾛ 牛房施設 牛房面積 以上 準より厳しい基準を設定。、 （ ）200m2

、 （ ）ﾊ 馬房施設 馬房面積 以上500m2

病床数 床以上の病院に設置68-2 300
される
ｲ、ちゅう房施設
ﾛ、洗浄施設
ﾊ､ 入浴施設

（ ）72 501し尿浄化槽 処理対象 人以上

みなし指定地域特定施設 （みなし指定地域特定施設） 排水量 ／日以上の 平成元年設定25m3
湖沼法第１４条に基づき、 病床数 以上 以下の病院に設置される 特定事業場を対象に、主な1. 120 299
水濁法の特定施設とみなし ｲ、ちゅう房施設 項目について、国の一律基、
同法の規定が適用される。 ﾛ、洗浄施設 準より厳しい基準を設定。

ﾊ､ 入浴施設

し尿浄化槽（処理対象 人～ 人）2 201 500

湖沼特定事業場 特定施設、みなし指定地域特定施設のうち、 ＣＯＤについて
新増設による汚濁負荷量を 下水道の終末処理施設等を除き、排水量 は平成２年設定50m3

抑制するため、湖沼法施行規 ／日以上のもの。
則第２条により定められた規 Ｎ、Ｐについて
制基準が適用される。 は平成７年設定

指定施設 （指定施設） 平成１５年設定
湖沼法第１５条に基づき、 畜産農業の用に供する1.

排水基準により難いものとし ｲ、豚房施設（面積 以上 未満）40m2 50m2
て、構造等の基準が適用され ﾛ、牛房施設（面積 以上 未満）160m2 200m2
る。 ﾊ、馬房施設（面積 以上 未満）400m2 500m2

こいの養殖施設2.
（網いけすの総面積 以上）500m2

準用指定施設 （準用指定施設） 平成１５年設定
湖沼法第２２条に基づき、 水濁法政令別表第一、１の２の特定施設のう

構造等の基準が適用される。 ち、排水基準が適用されないもの。



水質汚濁に係る排水基準の概要

1．水質汚濁防止法第3条第1項の排水基準（国の一律基準）

　　有害物質に係る基準　　　　　　　　生活環境項目に係る基準
「コ　ロ　1　」凧

有害物質の種類 許容限度 項　　　目 許容限度

カドミウム及びその化合物 0．1　mg／1 海域以外に排出されるもの 5．8以上　8．6以下

シアン化合物 1　　mg／1

水素イオン濃度

iPH） 海域に排出されるもの 5，0以上　9．0以下

1　　mg／1 生物化学的酸素要求量（B　OD） 160（目間平均120）mg／1有機燐化合物（パラチオン、メチルパ

宴`オン、メチルジメトン及びEPNに限る） 化学的酸素要求量（C　OD） 160（目間平均120）　mg／1

鉛及びその化合物 0．1　mg／1 浮遊物質量（S　S） 200（目間平均150）　mg／1

六価クロム化合物 0．5　mg／1 ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱油類） 5　　　　　　　　mg／1

砒素及びその化合物 0．1　mg／1 ノルマルヘキサン抽出物質含有量（動植物油脂類） 30　　　　　　　　mg／1

水銀及びその化合物 0．005mg／1 フェノール類含有量 5　　　　　　　　mg／1

アルキル水銀化合物 検出されないこと 銅含有量 3　　　　　　　　mg／1

P　C　B 0．003mg／1 亜鉛含有量 5　　　　　　　　mg／1

トリクロロエチレン 0．3　mg／1 溶解性鉄含有量 10　　　　　　　　mg／1

テトラクロロエチレン 0．1　mg／1 溶解性マンガン含有量 10　　　　　　　　mg／1

ジクロロメタン 0．2　mg／1 クロム含有量 2　　　　　　　　mg／1

四塩化炭素 0．02mg／1 大腸菌群数 日間平均3，000　　個／cm3

1，2一ジクロロエタン 0．04mg／1 窒素含有量（T－N） 120（目間平均60）　mg／1

1，1一ジクロロエチレン 0．2　mg／1 りん含有量（T－P） 16（日間平均　8）　mg／1

シスー1，2一ジクロロエチレン 0．4　mg／1

1，1，1一トリクロロエタン 3　　mg／1

1，1，2一トリクロロエタン 0．06mg／1

1，3一ジクロロプロペン 0．02mg／1

備考

P．この表に掲げる排水基準は、事業場全体での一日の平均排出水量が50立方メ

@ートル以上の特定事業場に限って適用されます。

Q．B　ODについての基準値は、海域及び湖沼以外の公共用水域に排出される排出

@水に限って適用され、CODについての基準値は、海域及び湖沼に排出される排

@出水に限って適用されます。

R．T－N及びT－Pについての基準値は、特定の海域及び湖沼（ダム湖を含む）の

@関係地域（集水域）についてのみ適用されます。

チウラム 0．06mg／1

シマジン 0．03mg／1

チオベンカルブ 0．2　mg／1

ベンゼン 0．1　mg／1

セレン及びその化合物 0．1　mg／1

ほう素及びその化合物 10（230）mg／1

↓
↓ふつ素及びその化合物 8（15）mg／1

備考（有害物質に関する基準）

uほう素及びその化合物」並びに「ふつ素及びその化合物」については、海域以外

ﾌ公共用水域に排出されるものについては括弧外の数値、海域に排出されるものに

ﾂいては括弧内の数値が許容限度となる。

アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝

_化合物、硝酸化合物

100　　mg／1

1



2．上乗せ基準

丁『1耳 ノ￥燈個月　ノ1天」阿・少巴歌　＼禾／」　晒ノ　覧 旭ノ1」L刈　　　　　　I　　　J7r
項　　　目　　　及　　　び　　　許　　　容　　　限　　　度

特定事業場の区分

適用排出水

ﾊの区分

@（m3）

水素イオン濃度

@（PH）

生物化物醸要求量

@（BOD）

@（mg／1）

黶@　　一　　　騨　　　一　　　一

匇ﾔ平均

一　　　，　　　甲　　　一　　　一　　　口

ﾅ大

化学的酸素要求量

@（COD）

@（mg／1〉

黶@　　層　　　一　　　一　　　一　　　一

匇ﾔ納 ﾅ大

浮遊物質量

@（S　S）

@（mg／1）

黶@　　昌　　　一　　　一　　　－

匀ｪ平均

一　　　一　　　一　　　一　　　一

ﾅ大

－　　　－　　　一　　　一　　　一

z油類

黶@　　一　　　一　　　一　　　一

ﾅ大

ノルマルヘキサン

鰹o物質含有量

@（mg／1）　　一　　　『　　　一　　　一　　　一　　　昌

@　　動植物

@　　油脂類　　一　　　一　　　一　　　‘　　　一

@　　最大

大腸菌

Q　数
@（個／

@cm3）

黶@　　一　　　辱　　　－　　　一　　　一　　　一　　　一

@日間平均

窒素含有量

iT－N）

img／1）

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　昌

@日間平均

りん含有量

iT－P）

img／1）

黶@　　一　　　一　　　『　　　一　　　－　　　一

匇ﾔ平均

1　豚房、牛房又は馬房

{設を設置する特定事

ﾆ場

25以上　50繍

黶@　一　　一　　一　　一　　－　　一　　－　　－　　一　　一　　甲　　一　　昌

T0以上1，000繍

Q　　一　　一　　＿　　一　　一　　一　　騨　　一　　一　　昌　　一　　一　　一

P，000以上

5．8以上8．6以下

T．8以上8、6以下一　　一　　＿　　』　　一　　昌　　甲　　一　　昌　　－　　－　　一

黶@　一　　昌　　昌　　一　　一　　昌　　響　　一　　一　　一　　一

　40
@50一　　　一　　　一　　　－　　　一

@40
@50昌　　　一　　　一　　　一　　　一

@40

@50

160

|　　　一　　　一　　　昌　　　一

　40
@50一　　　一　　　一　　　一　　　，

@40
@50一　　　一　　　－　　　－　　　一

@40
@50

　160

@160一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　－　　　一　　　一

　150
@150一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　昌

　200
@200帰　　　－　　　一　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

　5
@5一　　　昌　　　一　　　－　　　一

黶@　　一　　　一　　　一　　　輯

　30
@30一　　　一　　　一　　　甲　　　帰

3，000

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　『　　　甲

　　20
@　30一　　　一　　　響　　　『　　　『　　　一　　　一　　　一

@　20
@　30一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

@　20

@　30

　　　3
@　　4一　　一　　“　　－　　一　　一　　一　　一

@　　3

@　　2

@　　3

2　畜産食料品製造業、

�Y食料品製造業、動

ｨ系飼料若しくは有機

ｿ肥料の製造業又は動

A物油脂製造業に係る

ﾁ定事業場

25以上　50繍

黶@　一　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　－　　－　　一　　一　　一　　一

T0以上1，000繍

黶@　r　　一　　一　　昌　　昌　　一　　一　　一　　－　　甲　　昌　　昌　　－

P，000以上

5．8以上8．6以下

T．8肚8．6以下一　　一　　一　　昌　　一　　一　　一　　一　　一　　『　　一　　一

Q　　一　　一　　一　　r　　甲　　昌　　昌　　一　　一　　一　　『

　40
@50一　　　¶　　　昌　　　一　　　－

@40
@50一　　　一　　　一　　　一　　　一

@40

@50

160

黶@　　一　　　一　　　一　　　一

　40
@50一　　　層　　　昌　　　－　　　‘

@40
@50一　　　一　　　一　　　一　　　一

@40
@50

　160

@160一　　　甲　　　一　　　一　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

　150
@150一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　－

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

　200
@200一　　　一　　　一　　　一　　　昌

C　　　騨　　　一　　　一　　　一　　　一

　5
@5一　　　一　　　一　　　一　　　，

黶@　　一　　　一　　　昌　　　一

　30
@30一　　　一　　　一　　　一　　　一

ｹ　　　昌　　　一　　　響　　　一

3，000

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

　　20
@　50一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　雫

@　20
@　50一　　　一　　　一　　　昌　　　一　　　－　　　一　　　－

@　20

@　30

　　　3

@　　3
@　　5一　　一　　昌　　－　　一　　一　　一　　昌

@　　2

@　　3

3　し尿処理施設（廃棄

ｨの処理及び清掃に関

ｷる法律（昭和45年

@律第137号）第8
�謔P項に規定するし

A処理施設であって、

ｯ法第6条第1項の規

閧ﾉより定められた計

謔ﾉ従って市町村が設

uし、便所と連結して

@し尿を又はし尿と併せ

ﾄ雑排水（工場廃水、

J水その他の特殊な排

��怩ｭ。）を処理す

@る施設以外のものに限

驕B）を設置する特定

幕ﾆ場

25以上　50繍

Q　　一　　＿　　＿　　一　　一　　一　　一　　－　　－　　一　　一　　一　　一

T0肚1，000未満

C　　昌　　一　　昌　　一　　－　　一　　一　　一　　昌　　－　　－　　一　　一

P，000以上

5．8肚8．6以下

T．8以上8．6以下

黶@　一　　一　　昌　　一　　一　　一　　一　　層　　『　　，　　一

黶@　一　　一　　昌　　一　　一　　－　　昌　　一　　一　　一　　辱

　20

@30

ｹ　　　一　　　昌　　　一　　　昌

@20

@30

黶@　　一　　　一　　　『　　　一

@20

@20

160

P60

黶@　　尋　　　，　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　一　　　一

　20

@30

黶@　　“　　　一　　　昌　　　一

@20
@30

黶@　　一　　　一　　　甲　　　昌

@20
@20

　160

@160

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　昌

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　昌

　150

@150

黶@　　一　　　層　　　一　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

　200

@200

黶@　　一　　　‘　　　一　　　一　　　『

黶@　　一　　　一　　　一　　　一

　5

@5

黶@　　一　　　一　　　－　　　一

黶@　　甲　　　一　　　昌　　　一

　30

@30

黶@　　一　　　昌　　　一　　　昌

3，000

R，000

黶@　　一　　　一　　　一　　　響　　　甲　　　昌

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

　　20

@　20

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　帰

@　20

@　20

黶@　甲　　一　　一　　一　　－　　－　　畠

@　15

@　15

　　　2

@　　2

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　昌　　　昌

@　　2

@　　2

黶@　昌　　一　　昌　　－　　一　　一　　一

@　　2

@　　2

4　し尿処理施設（前号

ﾉ規定するし尿処理施

ﾝを除く。）のみを設

uする特定事業場

@　（501人槽以上の浄化

�A農集、コミプラ）

25以上　50未満

Q　　－　　一　　“　　輯　　昌　　一　　－　　一　　一　　一　　昌　　一　　昌

T0以上1，000繍

黶@　一　　一　　一　　一　　昌　　昌　　昌　　一　　－　　－　　－　　一　　一

P，000以上

5．8以上8．6以下

T．8肚8．6以下＿　　＿　　＿　　＿　　－　　一　　一　　昌　　一　　昌　　昌　　一

秩@　一　　昌　　一　　一　　一　　一　　辱　　一　　昌　　一　　一

　30
@30尋　　　昌　　　一　　　一　　　一

@30
@30一　　　辱　　　一　　　一　　　一

@20

@20

160

黶@　　一　　　昌　　　昌　　　一

　30
@30騨　　　昌　　　一　　　一　　　一

@30
@30一　　　督　　　一　　　昌　　　昌

@20
@20

　160

@160『　　　昌　　　昌　　　－　　　－　　　－

黶@　　一　　　昌　　　一　　　一　　　一

　150
@150一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　帰　　　一　　　一

200

黶@　　一　　　一　　　昌　　　一

　5
@5一　　　一　　　一　　　一　　　－

黶@　　一　　　一　　　一　　　層

　30
@30一　　　一　　　一　　　一　　　一

w　　　一　　　一　　　昌　　　一

3，000

黶@　　一　　　一　　　一　　　昌　　　辱　　　－

　　20
@　25一　　　‘　　　ロ　　　一　　　一　　　甲　　　一　　　昌

@　20
@　25一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　甚　　　一　　　一

@　15

@　15

　　　4
@　　5一　　一　　一　　一　　－　　－　　一　　一

@　　4

@　　3

@　　3

5　下水道終末処理施設

�ﾝ置する特定事業場

25以上　50未満

黶@　一　　昌　　－　　一　　昌　　一　　一　　一　　甲　　一　　昌　　昌　　一

T0以上5，000未満

黶@　一　　昌　　－　　一　　一　　昌　　一　　一　　一　　，　　－　　一　　一

T，000以上

@　50，000縮帰　　一　　昌　　昌　　一　　－　　昌　　一　　『　　一　　一　　一　　－　　一

T0，000以上

5．8以上8．6以下

T．8肚8．6以下一　　一　　＿　　一　　督　　－　　一　　一　　－　　昌　　一　　一

Q　　一　　＿　　一　　一　　r　　一　　一　　－　　昌　　一　　一

Q　　＿　　一　　帰　　r　　一　　昌　　一　　一　　一　　－　　¶

　20
@20一　　　一　　　一　　　一　　　一

@20
@20一　　　一　　　一　　　一　　　一

@10
@20一　　　一　　　一　　　一　　　一

@10

@10

160

黶@　　一　　　一　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　一　　　一

　30
@30一　　　一　　　一　　　一　　　－

@30
@30一　　　一　　　一　　　一　　　一

@15
@30一　　　一　　　一　　　一　　　一

@15
@15

　160

@160一　　　一　　　一　　　－　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　』

　150
@150雫　　　昌　　　－　　　一　　　一　　　－

黶@　　，　　　一　　　一　　　一　　　－

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　口

　200
@200一　　　一　　　昌　　　一　　　一

黶@　　一　　　甲　　　昌　　　昌　　　－

黶@　　昌　　　一　　　一　　　昌　　　一

　5
@5一　　　雫　　　昌　　　昌　　　一

黶@　　一　　　昌　　　昌　　　一

黶@　　一　　　一　　　－　　　一

　30
@30一　　　一　　　一　　　一　　　一

黶@　　一　　　一　　　一　　　－

黶@　　一　　　一　　　一　　　一

3，000

黶@　　一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一

　　30
@　35一　　　一　　　一　　　『　　　一　　　一　　　－　　　一

@　30
@　35ロ　　　一　　　一　　　一　　　尋　　　一　　　－　　　一

@　20
@　35一　　　一　　　昌　　　昌　　　－　　　一　　　一　　　一

@　15

@　20

　　　3
@　　3一　　一　　昌　　－　　－　　一　　一　　昌

@　　3
@　　3－　　r　　一　　一　　一　　一　　一　　一

@　　2
@　　3－　　－　　昌　　昌　　一　　一　　雫　　一

@　　1

@　　1

中海・宍道湖の関係地域（集水域）に適用される上乗せ排水基準
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表続き

特定事業場の区分

6　その他の特定事業場

適用排出水

量の区分

（m3）

25以上　　　50未満
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　（mg／1）

も繭
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150

長天
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200
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　（mg／1）

鉱油類

叢一天

【
U
【
U

動植物

油脂薫

最大

0
0

Q
J
3

大腸菌

群　数
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　cm3）

日問平均
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3，000

窒素含有量

（T－N）

（mg／1）

’論輌一

0
5
一
〇
5
一
5
5

2
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一
2
2
一
1
1
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（T－P）

（mg／1）

’石繭一

3
4
－
3
4
一
2
3

備考

1．各欄の上段は、中海・宍道湖の関係地域（集水域）にあっては昭和63年11月1目以後、神西湖の関係地域（集水域）にあって

　は平成7年4月1日以後に、設置の工事がなされた特定事業場に適用される基準値。

2．各欄の下段は、中海・宍道湖の関係地域（集水域）にあっては昭和63年10月31日以前、神西湖の関係地域（集水域）にあっ

　ては平成7年3月31目以前に、設置又は設置の工事がなされていた特定事業場に適用される基準値。

3．B　ODについての基準値は、湖沼以外の公共用水域に排出される排出水に限って適用され、C　ODについての基準値は、湖沼に排

　出される排出水に限って適用される。

4．一の特定事業場が同時に他の特定事業場の区分に属する場合において、それぞれの区分につき異なる基準値が定められているとき

　はそれらの基準値のうち最も大きな値（ゆるい基準）が適用される。

中海・宍道湖の関係地域（集水域）に適用される上乗せ排水基準（湖沼法関係）

項 目 及 び 許 容 限 度

水素イオン澄度 生物化学的藤要求量 化学鰍素要求量 浮遊物質量 ノルマルヘキサン 大腸菌 窒素含有量 りん含有量

適用排出水 （PH） （BOD） （COD） （S　S） 抽出物質含有量 群数 （T－N） （T－P）

特定事業場の区分 量の区分 （mg／1） （mg／1） （mg／1） （mg／1） （偲／ （mg／1） （mg／1）

，　　　一　　　一　　　－　　　一 一　　　一　　　一　　　層　　　一　　　一

鉱油類 動植物 cm3 j

（m3）
一　　　一　　　響　　　弔　　　一 －　　　一　　　一　　　帰　　　昌　　　一 一　　　一　　　一　　　甲　　　一　　　一 一　　　一　　　『　　　甲　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　， 一　　　一　　　－　　　一　　　一 一　　　帰　　　昌　　　一　　　－ 一　　一　　一　　一　　－　　昌　　一　　－ 一　　　一　　　一　　　一　　　昌　　　一　　　昌 一　　　一　　　，　　　『　　　一　　　一　　　一

日岡平均 最大 日問平均 最大 日問平均 最大 最大 最大 日間平均 日聞納 日問平均

1　みなし指定地域特定 25以上　50繍 5．8肚8．6以下 30 160 30 160 150 200 5 30 3，000 20 3

施設であるちゅう房施 5．8以上8．6以下 30 160 30 160 150 200 5 30 3，000 25 4
一　　一　　一　　－　　一　　甲　　r　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　－　　辱　　一　　－　　一　　一　　一　　一　　昌　　一　　一 一　　　一　　　一　　　『　　　一 一　　　昌　　　一　　　一　　　昌 一　　　一　　　一　　　『　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　督　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　輯 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　昌　　　一　　　－ 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　昌　　　“　　　一　　　一　　　－ 一　　　‘　　　一　　　一　　　一　　　一　　　甲　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一　　　昌　　　一

設、洗浄施設又は入浴 50肚1，000繍 30 30 20 3

施設を設置する病院 30 30 25 4
一　　　一　　　一　　　一　　　帽　　　層　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　一 一　　帰　　昌　　一　　－　　－　　－　　一　　一　　一　　昌　　－ 一　　　－　　　一　　　雫　　　昌 一　　　一　　　一　　　一　　　－ 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　－　　　一 一　　　帰　　　督　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　－　　　一 一　　　一　　　一　　　帰　　　昌　　　－　　　－ 一　　　一　　　昌　　　一　　　一　　　雫　　　一　　　昌 一　　　i　　　一　　　辱　　　－　　　昌　　　一　　　一

（120床～299床） 1，000以上 20

Q0

20

Q0

15

P5 2
32　みなし指定地域特定 25肚　50繍 5．8以上8．6以下 60 160 60 160 150 200 5 30 3，000 50 5

施設であるし尿浄化槽
一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　－　　　雫　　　辱　　　一　　　－　　　一　　　－

5．8以上8．6以下一　　一　　一　　一　　一　　昌　　一　　一　　－　　一　　一　　帰 　90一　　　一　　　一　　　一　　　督
　5－　　　－　　　一　　　一　　　一

のみを設置する特定事 50肚1，000繍 60 60 50 5

業場 90 90 60 8
一　　一　　一　　一　　昌　　昌　　一　　昌　　－　　一　　－　　一　　一　　輯 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　昌　　　一　　　一　　　一　　　－ 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　『　　　昌　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　昌　　　一 一　　　一　　　－　　　一　　　－　　　一 一　　　－　　　昌　　　一　　　『 一　　　一　　　一　　　一　　　一 P　　　昌　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　昌　　　一　　　一　　　一 一　　帰　　一　　昌　　一　　－　　一　　一

（201～500人槽） 1，000肚 20

Q0

20

Q0

15

P5 3
3備考

1．各欄の上段は、平成元年8月1日以後に設置の工事がなされた特定事業場に適用される基準値です。

2．各欄の下段は、平成元年7月31 日以前に設置又は設置の工事がなされていた特定事業場に適用される基準値ですム

3． B　ODについての基準値は、湖沼以外の公共用水域に排出される排出水に限って適用され、 C　ODについての基準値は、 湖沼に排

出される排出水に限って適用されます。

4．この表の区分に属する特定事業場が、 同時に表13－4の区分に属する場合は、 表13－4の基準が適用されます。
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は
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
の
日
間
平
均
に
係
る
排

水
基
準
（
以
下
「
排
水
基
準
」
と
い
う
．
）
の
区
分
に
従
い
次
の
表
に
定

め
る
数
値
と
し
、
C
は
当
該
排
水
基
準
（
単
位
　
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

　
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
と
す
る
．

九
〇

一
〇
二

O
・
九
七

一
二
〇

＝
二
六

C
（
排
水
　
基
準
）

L

b

二
〇

二
二
・
七

三
〇

三
四
・
O

O
・
九
七

四
〇

四
七
二
一
一

五
〇

五
九
二

六
〇

六
八
・
O



湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
第
7
条
第
1
項
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窒
素
、
燐
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の
規
制
基
準

（
島
根
県
）

O
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基

　
づ
く
窒
素
含
有
量
及
び
燐
含
有
量
に
係
る

　
汚
濁
負
荷
冊
…
の
規
制
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鮮
麗
甑
碑
飴
）

　
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
伸
第
六
十
一
号
．
以
下

「
法
」
と
い
う
．
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
窟
素
含
有
量
及
び
燐
含

有
量
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の
規
制
基
準
（
以
下
「
現
制
基
準
」
と
い
う
。
）
を
次

の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
平
成
七
年
十

一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
適
用
す
る
地
域

　
　
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
の
う
ち
中
海
及
び
宍
道
湖
に
係

　
る
地
域
（
平
成
元
年
総
理
府
告
示
第
五
号
（
湖
沼
水
質
保
全
特
別
据
置
法
第

　
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
湖
沼
及
び
指
定
地
域
）
第

　
二
　
指
定
地
域
の
表
第
一
号
p
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
に
限
る
．
以
下

　
「
指
定
地
域
」
と
い
う
。
）

二
　
適
用
す
る
工
場
又
は
班
巣
場

　
　
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
湖
沼
特
定
施
設
（
以
下
「
湖
沼
特
定
施

　
設
」
と
い
う
．
）
を
設
置
す
る
指
定
地
域
内
の
工
場
又
は
事
業
場
で
、
一
日
当

　
た
り
の
平
均
的
癒
排
出
水
の
量
が
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
（
以
下

　
「
湖
沼
特
定
事
業
場
」
と
い
う
．
）

三
　
業
種
等
の
区
分

　
　
水
質
汚
濁
防
止
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る

　
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
島
根
県
条
例
第
四
十
八
号
）
別
表
第
二
に
掲
げ
る
特

　
定
事
業
場
の
う
ち
、
豚
房
、
牛
房
又
は
馬
房
施
設
を
設
置
す
る
特
定
事
業
場

　
及
び
畜
産
食
料
品
製
造
業
、
水
産
食
料
品
製
造
業
、
動
物
系
飼
料
若
し
く
は

　
有
機
質
肥
料
の
製
造
業
又
は
動
植
物
油
脂
製
造
業
に
係
る
特
定
卒
業
場
（
以

　
下
「
水
産
食
料
品
製
造
業
等
の
業
種
」
と
い
う
．
）
と
、
そ
れ
以
外
の
業
種

　
（
以
下
「
そ
の
他
の
業
種
」
と
い
う
．
）
と
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
規
制
基
準

　
を
設
け
る
．

四
　
規
制
基
単

　
　
規
制
基
準
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
湖
沼
特
定
事
業
場
の
区
分
ご
と

　
に
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
汚
濁
負
荷
逓
と
す
る
。

　
平
成
七
年
十
⊥
月
一
日
以
後

新
た
に
設
置
さ
れ
る
湖
沼
特
定

事
業
場
（
以
下
「
新
設
事
業

場
」
と
い
う
．
）

二
　
新
設
那
業
場
以
外
の
湖
沼
特

定
事
業
場
で
、
平
成
七
年
十
一

月
一
日
以
後
に
湖
沼
特
定
施
設

　
の
設
置
又
は
構
造
等
の
変
更
を

行
う
も
の

ピ
“
騨
・
D
σ
×
H
O
I
u

ピ
”
｛
四
・
ρ
げ
－
一

　
　
＋
O
・
D
。
｝

・
（
ρ
一
0
。
）

×
H
O
↓

備
考

　
　
こ
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
算
式
に
お
い
て
、
L
、
Q
、
伽
、
a
、
b
及

　
び
C
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
．

　
　
L
　
排
出
が
許
容
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
鉦
（
単
位
　
一
日
に
つ
き
キ
・
グ

　
　
　
ラ
ム
）

　
　
Q
　
排
出
水
の
量
（
単
位
　
一
日
に
つ
き
宮
方
メ
ー
ト
ル
）

　
　
伽
　
規
制
基
準
の
適
用
の
際
に
お
け
る
排
出
水
の
且
（
単
位
　
一
日
に

　
　
　
つ
き
立
方
メ
ー
ト
ル
）

　
　
a
及
び
b
　
湖
沼
特
定
事
業
場
の
排
出
水
に
適
川
さ
れ
る
水
質
汚
濁
防

　
　
　
　
　
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
及
び
水
質
汚

　
　
　
　
　
　
濁
防
止
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定

　
　
　
　
　
　
め
る
条
例
に
基
づ
く
窒
素
含
有
量
及
び
燐
含
有
量
に
係
る
排

　
　
　
　
　
　
水
基
準
（
日
問
平
均
に
係
る
許
容
限
度
と
す
る
．
以
下
「
排

　
　
　
　
　
水
基
準
」
と
い
う
。
）
の
区
分
並
び
に
菜
種
等
の
区
分
に
従

　
　
　
　
　
　
い
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
と
す
る
．

現
制
項
目

業製水 分業

種造産 種

菜食 等

等料 の

の品 区

ミ　ツ　（

五 三 二

リト単
Oル位水

O O O うに　基
ムつ一

一 一
）劃望

五 三 二
九 五 三

● ● ● a

一 五 六

O
●
九

．b

六

窒
　
　
素
含
有
皿

一
五

一
七
・
O

二
〇

二
二
・
七

そ
の
他
の
業
種

二
五

二
八
・
三

O
・
九
七

五
〇

五
六
・
七

六
〇

六
八
・
O

二

二
・
三
六

水
産
食
料
品
製
造
業
等
の
業
種

三

三
・
五
五

四

四
・
七
三

O
・
九
六
　
1

五

五
・
九
一

燐
含
有
且

二

二
・
二
七

三

三
・
四
〇

そ
の
他
の
業
種

四

四
・
五
三

O
・
九
七

五

五
・
六
七

八

九
・
〇
七

C

排
水
基
準
（
単
位
　
　
一
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）



湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
窒
素
含

有
量
等
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の
規
制
基
準
（
鳥
取
県
）

O
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
第
七

　
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
窒
素

　
含
有
量
等
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の

　
規
制
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
畢
藪
ハ
望
董

　
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
．
以
下

「
法
」
と
い
う
．
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
窒
素
含
有
量
及
び
燐
含

有
量
に
係
る
汚
濁
負
荷
量
の
規
制
基
準
（
以
下
「
規
制
基
準
」
と
い
う
．
）
を
次

の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
平
成
七
年
十

一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
．

一
　
適
用
す
る
地
域

　
　
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
の
う
ち
中
海
に
係
る
地
域
（
平

　
成
元
年
総
理
府
告
示
第
五
号
（
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項

　
及
び
第
二
曳
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
湖
沼
及
び
指
定
地
域
を
指
定
す
る

　
件
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
の
う
ち
鳥
取
県
内
の
区
域
に
限
る
噂
以
下

　
「
指
定
地
域
」
と
い
う
．
）

二
　
適
用
す
る
工
場
又
は
事
業
場

　
　
法
弟
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
湖
沼
特
定
施
設
（
以
下
「
湖
沼
特
定
施

設
」
と
い
う
．
）
を
設
置
す
る
指
定
地
域
内
の
工
場
又
は
事
業
場
で
、
一
日
当

　
た
り
の
平
均
的
な
排
出
水
の
量
が
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
（
以
下

　
「
湖
沼
特
定
嘉
乗
垢
」
と
い
う
．
）

三
　
業
種
等
の
区
分

　
　
水
質
汚
濁
防
止
法
纂
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
誹
水
基
準
を
定
め
る

　
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
十
月
鳥
取
県
条
例
第
四
十
号
）
に
掲
げ
る
特
定
事
業

　
場
の
う
ち
、
豚
房
施
設
、
牛
房
施
設
又
は
馬
房
施
設
を
設
置
す
る
湖
沼
特
定

事
業
場
並
び
に
畜
産
食
料
品
製
造
業
、
水
産
食
料
品
製
造
業
、
動
物
系
飼
料

　
又
は
有
機
質
肥
料
の
製
造
業
及
び
動
植
物
油
脂
製
造
業
に
係
る
湖
沼
特
定
事

　
業
場
（
以
下
「
水
産
食
料
品
製
造
業
等
の
業
種
」
と
い
う
．
）
と
、
そ
れ
以
外

　
の
湖
沼
特
定
事
業
場
（
以
下
「
そ
の
他
の
業
種
」
と
い
う
．
）
と
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
規
制
基
準
な
設
け
る
．

四
　
規
制
基
準

　
　
規
制
基
準
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
湖
沼
特
定
事
業
場
の
区
分
ご
と

　
に
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
算
式
に
よ
り
算
出
し
た
汚
濁
負
荷
量
と
す
る
．

湖
沼
特
定
事
案
場
の
区
分

輌
解
畿
辮
↑
鯉
翻
霧

場
（
以
下
「
新
設
事
業
場
」
と
い

う
．
）

規
　
　
制
　
　
基
　
　
準

ピ
”
，
・
D
，
X
お
一
。

二
轟
讐
蒲
籔
鞠
講
曜

日
以
後
に
湖
沼
特
定
施
設
の
設
置

又
は
構
造
等
の
変
更
を
行
う
も

　
の
．

　い
十．“

o含
ρρ
■　　 σ

｝　 l

X一一　周

。（∴o
　隆
　ρ
　も

備
考
　
下
欄
に
掲
げ
る
算
式
に
お
い
て
、
L
、
Q
、
ご
、
＆
、
b
及
び
C

　
　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
．

　
L
　
排
出
が
許
容
さ
れ
る
汚
濁
負
荷
量
（
単
位
　
一
日
に
つ
き
キ
ロ
グ
ラ

　
　
ム
）

　
Q
　
排
出
水
の
量
（
単
位
　
一
日
に
つ
き
立
方
メ
ー
ト
ル
）

　
q
　
規
制
基
準
の
適
用
の
際
に
お
け
る
排
出
水
の
量
（
単
位
　
一
日
に
つ

　
　
き
立
方
メ
ー
ト
ル
）

　
5
、
b
及
び
C
　
a
及
び
b
は
湖
沼
特
定
事
業
場
の
排
出
水
に
適
用
ざ
れ

　
　
る
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
及
び
水

　
　
質
汚
濁
防
止
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る

　
　
条
例
に
基
づ
く
豊
素
含
有
量
及
び
燐
含
有
量
の
日
間
平
均
に
係
る
排
水

　
　
基
準
（
以
下
「
排
水
基
準
」
と
い
う
．
）
の
区
分
並
び
に
業
種
等
の
区
分

　
　
に
従
い
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
衷
に
定
め
る
数
値
と
し
、
C
は
当
該
排
水
基

　
　
準
・
（
単
位
　

一
リ
ソ
ト
ル
に
つ
き
ミ
リ
グ
ラ
ム
）
と
す
る
．

著
書
業
種
等
。
（
醸
）
　
　
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
二
一
二
・
六

水
産
食
料
品
醤
奪
の

三
〇
・

三
五
‘
五

O
・
九
六

五
〇

五
九
二

窒
素
含
有
量

一
五

」
七
・
O

二
〇

≡
↑
七

そ
の
他
の
業
種

二
五

二
八
・
三
、

O
・
九
七

五
〇

五
六
・
七

六
〇

六
八
・
O

二

二
・
三
六

水
産
食
料
品
翻
奪
の

三

一
千
五
五

O
・
九
六

四

四
・
七
三

五

五
・
九
一

鱗
含
有
量

．
二

二
・
二
七

三

三
・
四
〇

そ
の
他
の
業
種

四

四
・
五
三

O
・
九
七

五

五
・
六
七

八

九
・
〇
七



○湖沼水質保全特別措置法第19条に基づく指定施設等の構造及び使用の方法に関する基準を
定める条例 

平成14年10月25日
島根県条例第56号

湖沼水質保全特別措置法第19条に基づく指定施設等の構造及び使用の方法に関する基準を定める条
例をここに公布する。 

湖沼水質保全特別措置法第19条に基づく指定施設等の構造及び使用の方法に関する基準を定め
る条例 

(趣旨) 
第1条 この条例は、湖沼水質保全特別措置法(昭和59年法律第61号。以下「法」という。)第19条

(法第22条において準用する場合を含む。)の規定に基づき、法第15条第1項に規定する指定施設(法
第22条に規定する指定施設に準ずるものとして政令で定める施設を含む。)の構造及び使用の方法
に関する基準を定めるものとする。 
(基準) 

第2条 湖沼水質保全特別措置法施行令(昭和60年政令第37号。以下「政令」という。)第6条第1号に
掲げる施設及び第10条に規定する施設の構造及び使用の方法に関する基準は、次のとおりとする。
(1) 豚房、牛房又は馬房の床(以下「床」という。)は、汚物又は汚水の除去に支障のない構造と

すること。 
(2) 豚房、牛房又は馬房の内部は、汚物又は汚水の除去に支障のないよう適切な広さ及び高さを

有すること。 
(3) 豚房、牛房又は馬房に接する畜舎の通路等(以下「通路等」という。)で汚物又は汚水が飛散

するおそれのある箇所は、汚物又は汚水の除去に支障のない構造とすること。 
(4) 汚物の保管設備及び汚水貯留槽は、汚物又は汚水の保管、貯留及び除去に支障のない構造と

すること。 
(5) 床及び通路等に雨水が流入しない構造とすること。 
(6) 汚物の保管設備及び汚水貯留槽の汚水が公共用水域に直接排出されないよう汚物の保管設備

及び汚水貯留槽を適切に使用すること。 
(7) ふん尿がみだりに流出しないよう適切に管理すること。 
(8) 前各号に掲げる措置を講ずることのできないやむを得ない事由がある場合にあっては、知事

が当該措置と同等以上の効果を有すると認めた措置を講ずること。 
2 政令第6条第2号に掲げる施設の使用の方法に関する基準は、次のとおりとする。 

(1) 飼料の投与に当たっては、網いけすの外へ散布しないようにすること。 
(2) 死魚は、法第3条第2項に規定する指定地域内の水域から除去の上、陸上で適切に処分するこ

と。 
附 則 

この条例は、平成15年1月1日から施行する。 



○湖沼水質保全特別措置法第19条の規定に基づく指定施設の構造及び使用の方法に関する基
準等を定める条例 

平成14年10月15日
鳥取県条例第57号

湖沼水質保全特別措置法第19条の規定に基づく指定施設の構造及び使用の方法に関する基準等を定
める条例をここに公布する。 

湖沼水質保全特別措置法第19条の規定に基づく指定施設の構造及び使用の方法に関する基準等
を定める条例 

(趣旨) 
第1条 この条例は、湖沼水質保全特別措置法(昭和59年法律第61号。以下「法」という。)第19条

(法第22条において準用する場合を含む。)の規定に基づき、法第15条第1項に規定する指定施設(法
第22条に規定する指定施設に準ずるものとして政令で定める施設を含む。)の構造及び使用の方法
に関する基準を定めるものとする。 
(基準) 

第2条 湖沼水質保全特別措置法施行令(昭和60年政令第37号。以下「政令」という。)第6条第1号に
掲げる施設及び政令第10条に規定する施設(以下「豚房施設等」という。)の構造及び使用の方法に
関する基準は、次のとおりとする。 
(1) 豚房、牛房又は馬房の床(以下「床」という。)は、表面を平滑にするとともに、不浸透性材

料を用い、適当なこう配及び排水溝を設ける等汚物又は汚水の除去に支障のない構造とするこ
と。 

(2) 豚房、牛房又は馬房の内部は、汚物又は汚水の除去に支障のないよう適切な広さ及び高さを
有すること。 

(3) 豚房、牛房又は馬房に接する畜舎の通路等(以下「通路等」という。)で汚物又は汚水が飛散
するおそれのある箇所は、表面を平滑にするとともに、不浸透性材料を用い、適当なこう配及び
排水溝を設ける等汚物又は汚水の除去に支障のない構造とすること。 

(4) 汚物の保管設備及び汚水貯留槽は、適切な容量を確保するとともに、不浸透性材料を用いる
等汚物又は汚水の保管、貯留及び除去に支障のない構造とすること。 

(5) 床及び通路等に雨水が流入しない構造とすること。 
(6) 汚物の保管設備及び汚水貯留槽の汚水が公共用水域に直接排出されないよう、汚物の保管設

備及び汚水貯留槽並びにこれらに附帯する設備について点検及び管理を行うとともに、これらを
適切に使用すること。 

(7) ふん尿がみだりに流出しないよう適切に管理すること。 
2 前項各号に掲げる基準の全部又は一部に定める措置と同等以上の効果を有すると知事が認める措

置が講じられている豚房施設等については、当該全部又は一部の基準は、適用しない。 
3 政令第6条第2号に掲げる施設の使用の方法に関する基準は、次のとおりとする。 

(1) 飼料の投与に当たっては、網いけすの外へ散布しないようにすること。 
(2) 死魚は、法第3条第2項に規定する指定地域内の水域から除去の上、陸上で適切に処分するこ

と。 
附 則 

この条例は、平成15年1月1日から施行する。 




